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手
塚
雄
太
著

『
近
現
代
日
本
に
お
け
る
政
党
支
持
基
盤
の
形
成
と
変
容

―「
憲
政
常
道
」
か
ら
「
五
十
五
年
体
制
」
へ
―
』

米
山
忠
寛

　

本
書
は
政
党
と
政
党
支
持
基
盤
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
時
期
と
し
て
は
昭

和
戦
前
か
ら
戦
時
・
戦
後
を
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
史
学
か
ら
政
治
学

へ
と
視
野
を
広
げ
た
工
夫
の
為
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
。
標
題
か
ら
は
投
票

行
動
分
析
な
ど
の
政
治
学
を
中
心
と
し
た
研
究
と
の
印
象
も
受
け
る
が
、

実
際
に
は
史
学
を
研
究
の
基
盤
と
し
て
、
昭
和
戦
前
期
の
研
究
上
の
知
見

を
用
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
多
様
な
工
夫
が
為
さ
れ
た
意
義
を
解

説
す
る
の
が
本
書
の
書
評
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
書
評
の
し
甲
斐
の
あ

る
著
作
と
も
言
え
る
。
ま
ず
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。
本
書
は
前
半

三
章
の
第
一
部
と
後
半
四
章
の
第
二
部
で
、
手
法
も
対
象
も
大
き
く
分
か

れ
て
い
る
。

　

序
章
で
は
、
戦
前
・
戦
時
・
戦
後
の
先
行
研
究
を
概
観
し
つ
つ
、
支
持

基
盤
・
利
益
団
体
の
研
究
に
焦
点
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

第
Ⅰ
部
「
戦
前
期
二
大
政
党
の
模
索
と
帰
結
」
が
前
半
三
章
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
昭
和
初
期
の
二
大
政
党
の
経
済
政
策
論
争
に
つ
い
て
、
政

友
会
・
山
本
条
太
郎
の
産
業
政
策
を
中
心
に
扱
っ
て
い
る
。
山
本
の
産
業

五
カ
年
計
画
は
簡
易
な
計
画
で
あ
っ
た
も
の
が
徐
々
に
政
策
上
の
標
語
と

な
り
、
経
済
へ
の
政
党
の
関
与
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
第

二
章
で
は
、
斎
藤
岡
田
内
閣
期
の
農
村
問
題
が
対
象
と
さ
れ
る
。
農
村
の

意
向
は
利
益
団
体
に
集
約
さ
れ
、
対
峙
す
る
政
友
会
と
岡
田
内
閣
の
双
方

に
と
っ
て
そ
の
支
持
や
動
向
は
関
心
の
対
象
と
な
っ
た
。
政
友
会
の
「
爆

弾
動
議
」
は
利
益
団
体
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
一
例
で
あ
る
。
政
党
内
閣
が
中

断
し
た
後
の
政
党
に
と
っ
て
利
益
団
体
の
支
持
獲
得
は
重
要
な
も
の
だ
っ

た
。第
三
章
で
は
、利
益
団
体
間
の
調
整
に
苦
労
す
る
政
党
の
姿
を
示
す
。

農
村
利
益
・
≲
産
業
団
体
―
反
産
運
動
≳
・
税
制
改
革
・
国
民
健
康
保
険

法
案
（
医
師
会
）、
な
ど
こ
の
時
期
の
政
策
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
利
益

団
体
間
の
衝
突
が
あ
り
、
政
党
は
そ
の
代
弁
・
調
整
に
苦
慮
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

第
Ⅱ
部「
代
議
士
の
支
持
基
盤
か
ら
み
た
戦
前
と
戦
後
の
連
続
と
断
絶
」

が
後
半
四
章
で
あ
る
。
第
四
章
で
は
、
昭
和
の
戦
前
戦
後
に
活
躍
し
た
代

議
士（
衆
議
院
議
員
）加
藤
鐐
五
郎
の
活
動
を
資
料
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

後
援
会
五
月
会
や
機
関
誌
『
時
事
公
論
』
の
分
析
を
中
心
に
、
初
期
の
国

〔
書
評
〕
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政
進
出
か
ら
愛
知
県
政
友
会
系
政
治
家
と
し
て
の
加
藤
の
選
挙
活
動
を
論

じ
て
い
る
。
第
五
章
で
は
、
加
藤
を
通
じ
て
戦
時
期
の
政
治
家
と
利
益
団

体
の
関
係
の
事
例
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
愛
知
県
の
重
要
産
業
で
あ

る
陶
磁
器
業
界
に
関
し
て
、
戦
時
の
経
済
統
制
や
団
体
間
の
紛
争
に
際
し

て
加
藤
の
政
治
力
に
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
様
が
描
か
れ
る
。
第
六

章
で
は
、
戦
後
公
職
追
放
後
の
加
藤
の
政
治
活
動
・
営
業
活
動
を
分
析
し

て
い
る
。
大
臣
を
目
前
と
し
た
有
力
政
治
家
だ
っ
た
は
ず
の
加
藤
は
公
職

追
放
に
よ
り
、
地
域
で
の
陶
磁
器
業
界
か
ら
の
支
持
が
弱
ま
り
代
わ
り
の

支
持
基
盤
を
求
め
る
な
ど
、
一
見
す
る
と
戦
前
か
ら
の
強
固
な
地
盤
に
見

え
て
も
、
支
持
基
盤
の
内
情
は
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
第
七
章
で
は
、

政
界
復
帰
後
の
加
藤
が
入
閣
に
向
け
て
運
動
し
、
中
京
財
界
の
献
金
集
め

な
ど
に
奔
走
す
る
姿
が
描
か
れ
る
。
支
持
地
盤
で
は
陶
磁
器
業
界
の
支
持

は
継
続
し
た
が
、
医
師
会
に
つ
い
て
は
地
元
愛
知
県
で
の
支
持
は
あ
り
つ

つ
も
中
央
で
は
武
見
太
郎
と
対
立
し
た
。
ま
た
後
援
会
五
月
会
は
存
続
し

つ
つ
も
革
新
陣
営
の
伸
張
・
保
守
陣
営
間
の
争
奪
と
い
っ
た
情
勢
変
化
が

起
こ
っ
て
い
た
。

　

終
章
で
は
、
犬
養
総
裁
期
の
「
政
治
と
生
活
」
へ
の
政
友
会
の
模
索
か

ら
、
政
党
支
持
基
盤
へ
と
、
戦
後
55
年
体
制
の
出
発
点
と
し
て
分
析
し
て

き
た
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

概
要
を
ま
と
め
る
と
、ま
ず
第
一
部
で
は
対
象
は「
政
党
」、時
期
は「
戦

前
」
で
あ
る
。
主
に
昭
和
戦
前
期
の
政
友
会
・
民
政
党
の
二
大
政
党
に
対

し
て
利
益
団
体
が
政
策
実
現
を
期
待
し
求
め
る
状
況
が
論
じ
ら
れ
、
政
党

と
利
益
団
体
の
関
係
に
つ
い
て
様
々
な
事
例
分
析
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て

第
二
部
の
対
象
は
「
議
員
」、
時
期
は
「
戦
前
か
ら
戦
後
」
と
な
る
。
加

藤
鐐
五
郎
に
焦
点
を
当
て
て
加
藤
の
選
挙
区
で
の
支
持
基
盤
や
後
援
会
組

織
を
時
系
列
の
中
で
扱
っ
て
い
る
。
当
時
の
中
選
挙
区
制
の
選
挙
区
内
で

の
議
員
と
団
体
の
関
係
が
分
析
対
象
と
な
る
。

　

第
一
部
と
第
二
部
で
時
期
も
対
象
も
広
が
り
を
持
ち
、
多
様
な
分
析
視

角
か
ら
政
党
や
議
員
の
支
持
基
盤
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
本
書

で
は
研
究
上
の
新
し
い
視
点
が
各
所
で
さ
り
げ
な
い
形
で
示
さ
れ
て
お

り
、
著
者
の
セ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
書
全
体
に
つ
い
て
の
明
示
は
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
隠
れ
た
テ
ー
マ
が
「
職
能
代
表
」
や
「
階
級
」
だ
ろ

う
。
戦
時
期
の
改
革
構
想
の
中
で
は
貴
族
院
へ
の
職
能
代
表
の
導
入
が
検

討
さ
れ
、
結
果
的
に
戦
後
の
参
議
院
に
繋
が
っ
た
。
そ
の
変
化
が
本
書
と

並
列
し
て
存
在
し
て
い
る
。
本
書
の
読
者
は
職
能
代
表
や
階
級
、
共
産
主

義
・
社
会
主
義
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に

気
付
か
ぬ
ま
ま
と
す
れ
ば
、
大
袈
裟
に
言
え
ば
誤
読
と
な
る
。

　

著
者
は
恐
ら
く
は
意
図
的
に
社
会
主
義
や
階
級
に
は
触
れ
て
い
な
い

が
、
本
書
全
体
の
テ
ー
マ
で
あ
る
利
益
団
体
か
ら
の
支
持
の
確
保
や
政
治

的
支
持
基
盤
の
確
立
は
、
こ
の
時
期
の
普
通
選
挙
導
入
後
の
状
況
に
対
応
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し
た
「
組
織
化
」
や
社
会
主
義
の
存
在
と
表
裏
一
体
と
言
え
る
。
こ
れ
は

≲
近
代
：
政
治
的
に
「
自
由
な
個
人
」
に
よ
る
政
治
活
動
≳
→
≲
現
代
：

階
級
・
階
層
・
団
体
な
ど
「
組
織
化
さ
れ
た
集
団
」
に
よ
る
政
治
活
動
≳

の
間
の
変
化
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
本
書
は
ま
さ
に
「
近
代
」
か
ら
「
現
代
」
へ
の
変
化
を
扱
っ

て
い
る
。第
二
部
で
は
戦
前
の
流
動
化
し
得
て
い
た
支
持
基
盤
が
、自
民
・

社
会
・
公
明
・
民
社
・
共
産
な
ど
各
党
の
下
で
組
織
化
さ
れ
て
い
く
過
程

が
示
さ
れ
る
。
労
働
組
合
・
宗
教
団
体
・
後
援
会
、
と
手
法
は
様
々
な
れ

ど
、
先
駆
的
な
後
援
会
組
織
を
構
築
し
て
い
た
は
ず
の
加
藤
が
他
候
補
の

組
織
化
に
脅
威
を
感
じ
て
い
く
様
を
的
確
に
描
写
し
て
い
る
。
戦
前
の
加

藤
は
社
会
大
衆
党
な
ど
を
横
目
に
見
な
が
ら
も
支
持
を
固
め
て
普
通
選
挙

に
対
応
す
れ
ば
良
か
っ
た
。
そ
れ
が
戦
後
に
は
、
労
働
組
合
に
取
り
込
ま

れ
て
い
な
い
限
定
さ
れ
た
利
益
団
体
を
囲
い
込
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て

い
く
。加
藤
と
同
選
挙
区
に
は
民
社
党
・
春
日
一
幸
が
出
現
し
脅
威
と
な
っ

た
（
二
三
六
頁
）。
そ
れ
は
単
な
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
う
よ
り

も
本
書
全
体
の
本
来
の
隠
れ
た
主
題
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ

る
。

　

個
別
の
各
章
に
お
け
る
成
果
と
し
て
は
、
第
三
章
と
第
五
章
が
研
究
の

画
期
と
な
り
得
る
研
究
で
あ
る
と
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
ま
ず
第
三
章
で

あ
る
。
昭
和
戦
前
期
の
政
党
政
治
の
凋
落
期
に
お
い
て
、
二
大
政
党
が
利

益
団
体
か
ら
の
要
求
に
応
え
き
れ
ず
に
翻
弄
さ
れ
る
状
況
が
示
さ
れ
る
。

所
謂
政
党
政
治
の
崩
壊
に
直
結
し
た
形
で
理
論
的
な
発
展
可
能
性
が
あ
る

視
点
な
の
だ
が
、
本
書
で
は
第
二
部
で
加
藤
に
話
が
切
り
替
わ
っ
て
結
論

は
出
て
い
な
い
。
そ
の
点
は
物
足
り
な
さ
も
残
り
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
視

点
が
今
後
ど
の
よ
う
に
研
究
史
の
中
で
発
展
で
き
る
か
注
目
し
た
い
。

　

次
い
で
第
五
章
で
あ
る
。
戦
時
期
の
代
議
士
と
利
益
団
体
の
関
係
は
、

戦
時
議
会
の
研
究
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
軍
部

に
政
治
的
実
権
を
奪
わ
れ
た
か
の
様
に
見
え
る
旧
政
党
政
治
家
の
戦
時
期

に
お
け
る
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
、
と
い
う
研
究
上
の
論
点
で
あ
る
。
こ

れ
は
近
代
日
本
の
政
党
政
治
研
究
全
体
の
性
格
規
定
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
既
に
古
川
隆
久
・
官
田
光
史
な
ど
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
本
書
第
五

章
で
は
、
加
藤
が
出
身
母
体
で
は
な
か
っ
た
陶
磁
器
業
界
が
、
戦
時
下
に

政
治
力
を
弱
め
て
い
た
か
に
見
え
る
代
議
士
の
加
藤
に
取
り
纏
め
役
を
委

ね
取
り
込
ん
で
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
代
議
士
の
役
割
規
定
を
中

央
政
界
と
は
異
な
る
利
益
団
体
の
側
の
視
点
で
示
し
て
お
り
、
既
存
の
構

図
か
ら
研
究
を
大
き
く
進
め
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
本
書
に
も
懸
念
が
な
い
で
は
な
い
。
第
一
に
、
史
学
に
基
礎
を
置

き
つ
つ
政
治
学
に
関
連
付
け
よ
う
と
す
る
意
欲
が
些
か
急
で
、
戦
後
政
治

全
般
へ
の
回
答
を
急
い
て
は
い
な
い
か
。
対
象
時
期
も
論
点
も
戦
後
政
治

に
一
般
化
し
て
論
ず
る
に
は
不
足
が
見
え
る
点
も
あ
る
。
政
治
学
と
の
両
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睨
み
が
構
図
を
拡
散
さ
せ
た
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
に
、
事
例

研
究
で
成
果
を
挙
げ
る
一
方
で
、
網
羅
性
や
一
般
性
を
ど
こ
ま
で
示
そ
う

と
し
て
い
る
の
か
が
見
え
に
く
い
。
分
析
が
優
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
読

者
に
迷
い
が
残
る
。
つ
ま
り
第
二
部
は
加
藤
鐐
五
郎
資
料
の
素
材
の
良
さ

を
活
か
し
て
と
て
も
面
白
い
内
容
だ
が
、
加
藤
と
い
う
素
材
の
面
白
さ
は

分
析
の
面
白
さ
と
は
別
物
の
様
に
も
思
わ
れ
る
。
加
藤
に
依
拠
せ
ず
に
、

著
者
の
主
張
を
軸
に
し
て
描
い
た
な
ら
ば
ど
う
な
る
の
か
。
そ
の
点
は
第

三
章
で
示
さ
れ
た
構
図
の
発
展
な
ど
を
用
い
て
今
後
著
者
自
身
が
発
展
解

消
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
い
。

　

以
上
論
じ
て
き
た
様
に
、
本
書
は
史
学
・
政
治
学
の
双
方
に
深
い
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
好
著
と
言
え
る
。
今
後
の
各
分
野
の
研
究
の
発
展
に
も

寄
与
す
る
所
が
大
き
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
三
四
四
頁
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七
年
三
月
発
行
、

定
価
七
〇
〇
〇
円
＋
税
）


